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3　はじめに

は
じ
め
に

一　
『
内
藤
湖
南
全
集
』
未
収
録
文
章
収
集
の
経
緯
と
趣
旨

　

本
著
『
内
藤
湖
南
未
収
録
文
集
』（
以
下
『
未
収
録
文
集
』
と
略
）
の

刊
行
は
、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
に
所
属
す
る
「
内
藤
湖
南
研
究
会
」

の
編
集
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
組
織
的
な
収
集
作
業
は
二
〇
一
〇

年
一
〇
月
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
本
研
究
会
は
『
内
藤
湖
南
の
世

界
』（
二
〇
〇
一
年
三
月
）、「
特
集 

内
藤
湖
南
研
究
」（『
研
究
論
集
』
第

五
集
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
を
発
表
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
を
継
承
す

る
新
た
な
論
集
刊
行
を
め
ざ
し
て
い
た
。
そ
の
前
提
作
業
の
一
環
と
し

て
『
内
藤
湖
南
全
集
』（
以
下
『
全
集
』
と
略
）
未
収
録
文
章
収
集
の
必

要
性
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

収
集
作
業
は
、『
全
集
』
第
一
四
巻
巻
末
に
示
さ
れ
た
「
著
作
目
録
」

を
参
考
に
「
未
収
録
文
章
」
一
覧
を
作
成
、
そ
れ
に
沿
っ
て
会
員
が
情

報
を
提
供
し
合
い
、
諸
大
学
・
公
共
図
書
館
等
に
依
頼
し
て
文
章
を
複

写
し
、
ま
た
写
真
撮
影
し
、
そ
れ
ら
を
随
時
会
員
に
配
布
す
る
と
と
も

に
事
務
局
の
助
け
を
得
て
デ
ー
タ
化
す
る
、
と
い
う
形
で
始
め
ら
れ

た
。
デ
ー
タ
化
が
進
め
ら
れ
た
の
は
未
収
録
文
章
整
理
の
必
要
性
か
ら

も
、
ま
た
研
究
者
の
便
宜
の
た
め
に
も
い
ず
れ
は
公
表
・
活
字
化
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
文
章
収
集
及
び
デ
ー
タ
化
の
過
程
で
、
作
業
は
予
想
以
上
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
聞
・
雑
誌
の
検
索
、
関
西
大
学
図

書
館
「
内
藤
文
庫
」（
以
下
「
内
藤
文
庫
」
と
略
）
や
国
立
国
会
図
書
館

で
の
検
索
を
通
じ
て
、『
全
集
』
の
「
著
作
目
録
」
に
は
示
さ
れ
て
い

な
い
厖
大
な
文
章
群
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
収
集
・

活
字
化
の
方
針
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば

『
萬
報
一
覧
』
や
『
大
同
新
報
』
の
時
事
関
係
記
事
を
ど
う
扱
う
か
、

『
日
本
人
』『
亜
細
亜
』
に
お
け
る
ペ
ン
ネ
ー
ム
記
事
を
ど
う
扱
う
か
、

大
正
期
の
新
聞
掲
載
文
章
や
談
話
記
事
を
ど
う
扱
う
か
、
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
最
終
段
階
の
二
〇
一
六
年
に
入
っ
て
、
中
川
未
来
『
明
治
日

本
の
国
粋
主
義
思
想
と
ア
ジ
ア
』（
二
〇
一
六
年
二
月
）、
鹿
角
市
教
育

委
員
会
『
内
藤
湖
南
・
十
湾
書
簡
集
』（
同
年
八
月
）、
礪
波
護
『
敦
煌

か
ら
奈
良
・
京
都
へ
』（
同
年
一
〇
月
）、
高
木
智
見
『
内
藤
湖
南
』（
同

年
一
一
月
）
等
で
示
さ
れ
た
『
全
集
』
未
収
録
文
等
を
ど
う
扱
う
か
も

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
後
述
す
る
よ
う
に
、
収
集
文
章
の

刊
行
に
は
一
定
の
限
定
方
針
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
、
本
『
未
収
録
文
集
』
は
採
録
文
章
の
表
題
総
数
三
二
七
篇
、
九

〇
〇
頁
に
及
ぶ
大
部
の
書
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
『
全

集
』「
著
作
目
録
」
に
示
さ
れ
た
未
収
録
文
章
の
う
ち
数
篇
を
除
く
一

五
七
篇
と
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
一
七
〇
篇
の
文
章
で
あ
る
。
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こ
の
間
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
研
究
会
を
主
導
さ
れ
た
谷
川
道
雄
先

生
が
急
逝
さ
れ
、
会
員
が
茫
然
自
失
の
状
況
に
投
げ
出
さ
れ
る
と
い
う

事
態
に
も
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
先
生
の
ご
遺
志

を
形
に
す
る
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
振
り
返
る
と
き
、
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
〜
一

九
三
四
）
に
関
す
る
史
料
を
収
集
し
、
論
集
を
含
め
更
な
る
研
究
深
化

に
活
用
で
き
る
も
の
と
し
て
提
示
す
る
と
い
う
本
書
の
意
図
も
完
全
に

達
成
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
が
、『
全
集
』「
著
作
目
録
」
に
示
さ
れ
た

未
収
録
文
章
を
ほ
ぼ
網
羅
し
、
目
録
不
掲
載
の
多
く
の
文
章
を
集
め
得

た
点
で
、
本
書
刊
行
の
最
低
限
の
義
務
は
果
た
せ
た
と
考
え
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
本
書
刊
行
の
意
義
も
ま
ず
こ
の
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
点
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
あ
と
が
き
」
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
湖
南
の
基
本
的
な

著
作
と
諸
文
章
は
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
未
収
録

文
章
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
雑
誌
『
亜
細
亜
』
掲
載
の
よ
う
な
多
く

の
短
文
「
批
評
」
を
含
め
、
諸
紙
誌
に
登
場
す
る
学
術
関
係
文
章
や
時

事
に
関
す
る
文
章
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
未
収
録
文
章

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
湖
南
思
想
に
関
す
る
新
た
な
知
見
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

　

と
く
に
近
代
日
本
、
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
内
藤
湖
南
の
位
置
に
思

い
を
馳
せ
る
と
き
、
時
論
等
の
収
集
は
単
に
『
全
集
』
未
収
録
分
の
補

完
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
内
藤
湖
南
は
、
戦
前
期
を
代
表
す
る
言

論
人
・
時
論
家
で
あ
り
、
独
創
的
な
東
洋
史
理
解
を
展
開
し
た
史
論

家
・
歴
史
学
者
で
も
あ
っ
た
。
し
か
も
明
治
中
期
か
ら
大
正
末
期
に
か

け
て
東
ア
ジ
ア
情
勢
へ
の
提
言
を
発
し
続
け
た
湖
南
に
対
す
る
歴
史
的

評
価
が
未
だ
に
確
定
し
て
い
な
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

本
書
採
録
の
諸
文
章
に
よ
っ
て
、
操
觚
者
と
し
て
出
発
し
な
が
ら
歴
史

学
者
、
歴
史
思
想
家
へ
と
活
動
を
深
め
て
い
っ
た
経
緯
や
そ
の
思
想
世

界
の
解
明
が
進
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
同
時
に
近
代
の
日
中
・
日
朝

関
係
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
・
英
米
等
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
情
勢
の
よ
り

深
め
ら
れ
た
理
解
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
採
録
文
章
に
は
国

際
的
動
向
を
前
提
に
し
た
中
国
情
勢
分
析
や
朝
鮮
に
関
す
る
文
章
も
多

い
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
湖
南
思
想
の
重
要
性
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
解
明

に
よ
っ
て
さ
ら
に
は
日
本
の
侵
略
を
被
っ
た
中
国
・
朝
鮮
と
ど
う
向
き

合
い
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
構
築
し
て
い
く
べ
き
か
、
と
い
う
現
代
の

課
題
に
も
新
た
な
視
点
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
不

完
全
と
は
い
え
、
本
書
は
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
参
照
文
章
群
で
あ

る
。
当
然
、
本
書
が
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
負
の
遺
産
を
よ
り
鮮
明

に
す
る
側
面
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
事
態
も
、
数
千

年
単
位
で
歴
史
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
湖
南
の
意
に
反
す
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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二　

編
集
の
方
針
と
構
成

　

本
書
は
以
上
の
よ
う
に
内
藤
湖
南
研
究
の
深
化
と
、
そ
の
も
た
ら
さ

れ
る
意
義
を
想
定
し
て
編
集
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
収
集
文
章
の
採
録

に
つ
い
て
は
一
定
の
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、『
全
集
』

「
著
作
目
録
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
も
、
湖
南
が
執
筆
し
た
文
章
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
る
も
の
、
書
簡
・
漢
詩
・
跋
文
・
賛
お
よ
び
教
科
書

類
、
す
で
に
活
字
化
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
は
、
活
字
化
が
一
部
分
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
文
章
を
除
い
て
原
則
的
に
採
録
し
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
「
著
作
目
録
」
に
示
さ
れ
て
い
て
も
、「
藤
井
氏
蔵
東
坡
尺
牘

跋
」（
一
九
二
二
年
）
な
ど
は
採
用
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
湖
南
が
代

筆
し
た
文
章
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
史
料
論
的
検
討
が
必

要
で
あ
る
が
、
参
照
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
極
力
採
録
し
た
。

　

第
二
に
「
著
作
目
録
」
不
掲
載
の
新
聞
・
雑
誌
等
へ
の
掲
載
文
章
に

つ
い
て
も
若
干
の
取
捨
選
択
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
採
録

予
定
文
章
が
大
幅
に
増
加
し
て
頁
数
に
限
界
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

が
、
加
え
て
い
ま
だ
未
発
掘
の
遺
文
が
か
な
り
残
さ
れ
て
お
り
、
収
集

完
了
の
め
ど
が
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
雑
誌

『
日
本
人
』『
亜
細
亜
』
掲
載
文
章
に
つ
い
て
は
筆
名
の
わ
か
る
も
の
や

確
証
の
あ
る
も
の
な
ど
の
理
由
で
採
録
数
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

し
、『
萬
報
一
覧
』『
大
同
新
報
』
掲
載
の
文
章
で
は
湖
南
の
文
章
と
確

定
で
き
な
い
も
の
、
さ
ら
に
い
え
ば
、『
全
集
』
掲
載
文
章
と
同
趣
旨

の
文
章
な
ど
は
採
録
を
見
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
逆
に
、
湖
南
が

一
書
と
し
て
刊
行
す
る
際
や
『
全
集
』
に
収
録
す
る
際
に
修
正
が
施
さ

れ
て
い
る
文
章
の
初
出
文
章
な
ど
は
、
湖
南
の
執
筆
姿
勢
や
推
敲
過
程

を
理
解
す
る
意
味
も
あ
っ
て
可
能
な
限
り
採
録
し
て
い
る
。

　

な
お
、
書
簡
に
つ
い
て
は
、
青
江
舜
二
郎
『
竜
の
星
座
│
│
内
藤
湖

南
の
ア
ジ
ア
的
生
涯
』（
一
九
六
六
年
一
一
月
）、
岡
村
敬
二
「
内
藤
湖

南
と
日
満
文
化
協
会
」（
京
都
学
園
大
学
人
間
文
化
学
会
紀
要
『
人
間
文
化

研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）、
同
『
日
満
文
化
協
会
の
歴
史
』

（
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）、
名
和
悦
子
編
「
内
藤
湖
南
宛
書
簡
集
（
明
治
・

大
正
）」（
河
合
文
化
教
育
研
究
所
『
研
究
論
集
』
第
五
集
、
二
〇
〇
八
年
二

月
）、
同
「
内
藤
湖
南
宛
書
簡
集
（
昭
和
）」（
河
合
文
化
教
育
研
究
所
『
研

究
論
集
』
第
七
集
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）、
鹿
角
市
教
育
委
員
会
『
内

藤
湖
南
・
十
湾
書
簡
集
』（
二
〇
一
六
年
八
月
）、
書
論
研
究
会
の
『
書

論
』
第
一
三
号
（
一
九
七
八
年
一
一
月
）
以
下
な
ど
を
参
照
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
同
様
に
漢
詩
・
漢
文
に
つ
い
て
は
、
金
程
宇
「『
内
藤
湖

南
全
集
』
補
遺
」（『
域
外
漢
籍
叢
考
』
所
収
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七

年
）、
同
「
内
藤
湖
南
の
漢
詩
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
第
一
〇
巻
第
三

号
、
二
〇
〇
九
年
五
、
六
月
）、
印
暁
峰
点
校
『
内
藤
湖
南
漢
詩
文
集
』

（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）、
銭
婉
約
『
内
藤
湖
南
漢

詩
酬
唱
墨
迹
輯
釈
』（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
九
月
）
を
参

照
さ
れ
た
い
。
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次
に
本
書
の
構
成
で
あ
る
が
、
内
藤
湖
南
の
経
歴
・
執
筆
活
動
・
思

想
の
推
移
な
ど
を
考
慮
し
て
三
期
、
三
部
構
成
を
採
用
し
て
い
る
。
第

Ⅰ
部
は
一
八
八
七
年
八
月
、
湖
南
が
両
親
に
無
断
で
上
京
し
、
大
内
青

巒
主
宰
の
仏
教
雑
誌
『
明
教
新
誌
』
の
記
者
と
な
り
、
三
年
後
の
一
八

九
〇
年
一
〇
月
に
『
三
河
新
聞
』
の
主
筆
と
な
り
、
同
年
末
同
紙
を
辞

す
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
が
湖
南
の
操
觚
者
と
し
て
の
基
礎
固

め
の
時
期
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
Ⅱ
部
は
一
八
九
〇
年
末
、『
三
河

新
聞
』
を
辞
し
、
帰
京
し
て
『
日
本
人
』
記
者
と
な
り
、『
大
阪
朝
日

新
聞
』『
萬
朝
報
』
記
者
と
し
て
活
躍
す
る
本
格
的
な
操
觚
者
時
代

で
、
第
Ⅲ
部
は
一
九
〇
七
年
一
月
以
降
、
一
〇
月
、
京
都
帝
国
大
学
文

科
大
学
の
史
学
科
東
洋
史
講
座
の
講
師
と
な
り
、
一
九
三
四
年
六
月
に

死
去
す
る
ま
で
の
大
学
人
及
び
余
生
と
し
て
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
以
下
、
湖
南
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
含
め
、
簡
単
に
採
録
文
章

の
概
要
、
採
否
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

三　

第
Ⅰ
部
採
録
文
章
の
概
要
及
び
採
否
の
経
緯

　

こ
こ
で
は
、
一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年
八
月
に
上
京
し
、
雑
誌
『
明

教
新
誌
』
の
記
者
と
な
っ
て
以
降
の
一
八
八
七
年
一
二
月
か
ら
一
八
九

〇
年
一
一
月
ま
で
、
雑
誌
『
明
教
新
誌
』『
萬
報
一
覧
』『
大
同
新
報
』

『
江
湖
新
聞
』
及
び
『
三
河
新
聞
』
に
執
筆
し
た
文
章
、
計
七
九
篇
を

採
録
し
て
い
る
。
多
く
は
「
内
藤
文
庫
」
及
び
国
立
国
会
図
書
館
の
所

蔵
史
料
に
負
っ
て
い
る
。

　
『
明
教
新
誌
』　　
『
全
集
』
第
一
巻
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
湖

南
は
『
明
教
新
誌
』
に
数
篇
の
文
章
を
書
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

「
著
作
目
録
」
に
明
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
全
集
』
掲
載
の
「
明
治
二

十
一
年
来
れ
り
」（
一
八
八
八
年
一
月
四
日
）
と
未
収
録
の
「
宗
教
家
と

教
育
者
」（
一
八
八
七
年
一
二
月
一
八
日
、
一
八
八
八
年
一
月
八
日
）
の
二

篇
の
文
章
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、『
内
藤
湖
南
・
十
湾
書
簡
集
』
に

よ
れ
ば
、「
著
作
目
録
」
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
上
京
後
の

最
初
の
文
章
は
「
佛
敎
家
は
宜
く
耶
蘇
の
恩
を
拜
謝
す
べ
し
」（
一
八

八
七
年
一
一
月
一
〇
日
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
本
書
に

は
「
宗
敎
家
と
敎
育
學
」
を
加
え
た
二
篇
を
採
録
し
て
い
る
。
な
お
、

「
宗
敎
家
と
敎
育
學
」
は
、
青
江
舜
二
郎
の
『
竜
の
星
座
』
に
第
二
三

〇
一
号
分
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
三
〇
九
号
分
は
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
書
に
は
両
号
と
も
採
録
し
て
い
る
。

　
『
萬
報
一
覧
』　　
『
明
教
新
誌
』
編
集
に
関
わ
っ
た
実
力
を
評
価
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
一
八
八
八
年
に
入
る
と
、
湖
南
は
『
萬
報
一
覧
』

の
編
集
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
大
内
青
巒
主
宰
の
雑
誌
で

あ
る
。『
全
集
』
第
一
巻
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
第
一
六
四
号
（
一

八
八
八
年
一
月
一
五
日
）
か
ら
、
湖
南
は
編
集
名
義
人
と
な
り
、
新
た

に
設
け
ら
れ
た
「
時
事
評
論
」
欄
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は

第
一
八
九
号
（
一
八
八
八
年
九
月
二
五
日
）
の
最
終
号
ま
で
続
い
た
と

さ
れ
て
い
る
が
（『
全
集
』
第
一
四
巻
「
著
作
目
録
」
六
七
四
頁
）、『
全
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集
』
で
は
「
時
事
評
論
」
欄
を
設
け
る
と
い
う
「
萬
報
一
覧
改
正
の
旨

趣
」（
第
一
六
四
号
）
と
四
篇
の
「
時
事
評
論
」、「
小
世
界
」（
第
一
六

八
号
）、「
防
禦
論
」（
第
一
六
九
号
）、「
空
想
の
国
民
」（
第
一
七
〇
号
）、

「
新
雑
誌
及
び
新
聞
」（
第
一
七
三
号
）
の
計
五
篇
し
か
採
用
さ
れ
て
い

な
い
。『
全
集
』「
著
作
目
録
」
に
は
、「
時
事
評
論
は
以
後
明
治
二
十

一
年
九
月
二
十
五
日
発
行
の
第
百
八
十
九
号
に
至
る
ま
で
毎
号
執
筆
し

て
い
る
が
、
い
ま
細
目
を
省
略
す
る
」（
六
七
四
頁
）
と
あ
る
。

　
『
萬
報
一
覧
』
の
「
時
事
評
論
」
欄
は
す
べ
て
無
署
名
記
事
で
あ

り
、
湖
南
が
担
当
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
す
べ
て
が
湖
南
の
文
章
で

あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
書
で
は
「
著
作
目
録
」
が

掲
載
す
る
第
一
七
三
号
ま
で
の
記
事
だ
け
を
採
録
し
た
。
内
容
は
府
県

会
や
市
制
、
徴
兵
令
改
正
論
議
や
国
家
予
算
、
国
会
開
設
に
向
け
た
政

治
動
向
、
海
外
情
勢
な
ど
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
、
第
一
七
一
号
の

「
空
想
の
国
民
」
は
、
増
補
さ
れ
た
も
の
が
新
聞
『
み
か
は
』
に
寄
稿

さ
れ
、
そ
れ
が
『
全
集
』
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
採
録
は
見

送
っ
た
。
採
録
文
章
数
は
、
第
一
六
五
号
か
ら
第
一
七
三
号
ま
で
に
掲

載
さ
れ
た
二
一
篇
で
あ
る
。

　
『
大
同
新
報
』『
江
湖
新
聞
』『
三
河
新
聞
』　　
『
大
同
新
報
』
も
、

大
内
青
巒
が
組
織
し
た
「
尊
皇
奉
仏
大
同
団
」
の
機
関
誌
（
半
月
刊
）

で
あ
る
。『
全
集
』
第
一
四
巻
「
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
湖
南
が
同
誌
の

編
集
に
関
わ
っ
た
の
は
一
八
八
九
年
五
月
と
さ
れ
て
い
る
。『
萬
報
一

覧
』
が
廃
刊
に
な
っ
た
の
は
前
年
九
月
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
湖

南
の
こ
の
間
の
動
向
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

湖
南
の
同
誌
に
お
け
る
執
筆
範
囲
は
、
社
説
に
あ
た
る
「
大
同
新

報
」
欄
、「
時
事
」
欄
の
他
に
、
雑
文
、
書
評
、
埋
め
草
に
及
ん
で
い

る
。「
雑
文
以
下
の
も
の
に
は
、
同
憂
生
、
加
一
倍
子
、
あ
や
め
、
痩

竹
処
主
人
、
老
朽
子
、
不
癡
不
慧
主
人
、
冷
眼
子
、
あ
ま
の
子
、
し
ぐ

れ
、
落
人
後
子
、
湖
南
、
酔
夢
子
な
ど
の
筆
名
を
用
い
て
い
る
」（『
全

集
』
第
一
巻
、
六
九
一
頁
）
と
さ
れ
る
が
、『
全
集
』
に
は
一
二
篇
し
か

収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、『
全
集
』
未
収
録
の
文
章
に
つ
い
て

は
、「
著
作
目
録
」
掲
載
分
を
中
心
に
五
〇
篇
を
採
録
し
た
。
た
だ
し

「
著
作
目
録
」
に
は
不
掲
載
で
あ
る
が
、「
再
び
信
敎
の
自
由
に
就
て
」

（
第
七
号
）、「
僧
侶
の
被
選
権
」（
第
九
号
）、「
政
治
界
に
於
け
る
僧
侶

の
運
動
」（
第
二
四
号
）、「
反
動
の
大
勢
」（
第
三
一
号
）
の
四
文
章
だ

け
は
、「
内
藤
文
庫
」
所
蔵
の
冊
子
に
付
さ
れ
て
い
る
「
し
る
し
」
や

「
書
き
込
み
」
な
ど
が
湖
南
執
筆
を
示
す
も
の
と
推
定
さ
れ
る
た
め
採

録
し
た※

。

※「
内
藤
文
庫
」
所
蔵
の
『
大
同
新
報
』
冊
子
に
よ
れ
ば
、「
信
教
の
自
由

に
就
て
」（
第
六
号
）
に
は
「
後
藤
祐
助
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
た

め
、
本
書
に
は
採
録
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
鹿
角
市
教
育
委
員
会
『
内

藤
湖
南
・
十
湾
書
簡
集
』（
五
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、『
全
集
』「
著
作
目

録
」
で
は
湖
南
の
文
章
と
さ
れ
て
い
る
「
我
同
胞
に
望
む
」（『
大
同
新

報
』
第
一
九
号
）
が
、
後
藤
氏
の
文
章
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
様
に

採
録
し
な
か
っ
た
。
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立
憲
自
由
社
の
『
江
湖
新
聞
』
か
ら
は
一
篇
を
採
録
し
た
が
、
こ
れ

は
「
著
作
目
録
」
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
同
紙
は
一
八
九
〇
年
二
月

一
一
日
創
刊
で
、
国
立
国
会
図
書
館
に
第
一
一
六
号
（
一
八
九
〇
年
一

二
月
一
六
日
）
ま
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
立
憲
自
由
新
聞
』
は
同
紙

の
後
継
紙
と
さ
れ
る
。

　
『
三
河
新
聞
』
掲
載
の
文
章
に
つ
い
て
。『
全
集
』
第
一
巻
「
あ
と
が

き
」
に
よ
れ
ば
、
本
紙
執
筆
の
文
章
も
ほ
と
ん
ど
が
無
署
名
で
あ
り
、

「
歩
虚
小
仙
」
の
筆
名
を
用
い
た
も
の
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

原
紙
の
保
存
状
態
を
考
慮
し
て
、「
著
作
目
録
」
に
示
さ
れ
た
五
篇
の

収
集
に
絞
り
、
不
完
全
な
が
ら
四
篇
を
採
録
し
た
。
未
採
録
の
「
宗

教
」（
第
二
二
・
二
三
・
二
四
号
掲
載
分
）
に
関
し
て
は
、「
内
藤
文
庫
」

目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

全
国
的
に
も
所
蔵
機
関
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
掲

載
を
断
念
し
た
。

　

こ
こ
で
は
『
大
同
新
報
』
掲
載
文
章
に
焦
点
を
あ
て
て
そ
の
特
徴
を

概
観
し
て
み
た
い
。『
大
同
新
報
』
時
代
以
降
の
文
章
に
お
い
て
も
、

彼
の
文
章
の
多
く
は
時
事
論
が
中
心
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
論
調

に
は
「
尊
皇
奉
佛
者
が
條
約
改
正
に
關
す
る
意
見
」（
第
一
三
号
、
一
八

八
九
年
九
月
一
六
日
）
な
ど
の
よ
う
に
、
湖
南
自
身
が
「
尊
皇
奉
仏
団
」

を
担
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
を
前
提
と
し
た
論
説
的
文
章
が
多
く
な
る

と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
時
事
論
の
中
心
を
な
す
国
会
開

設
に
向
け
た
政
治
動
向
に
関
す
る
文
章
群
に
は
、
政
府
批
判
、
条
約
改

正
論
、
僧
侶
の
被
選
挙
権
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
憲
法
・
大
臣
責

任
論
な
ど
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
ら
れ
た
り
、
欧
風
を
め
ぐ
る
思
想
潮
流

と
制
度
的
国
家
構
築
と
の
乖
離
と
い
う
現
状
分
析
な
ど
と
も
関
連
し
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
様
に
仏
教
へ
の
関
心
及
び
キ
リ
ス
ト
教
論
や
文
芸
批
評
な
ど
も
注

目
す
べ
き
点
が
み
ら
れ
る
。
大
同
団
を
背
負
う
湖
南
の
筆
鋒
が
キ
リ
ス

ト
教
徒
排
撃
に
向
か
う
こ
と
も
あ
る
が
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
排
除
や
そ

の
教
義
を
否
定
す
る
よ
う
な
主
張
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し

ろ
「
殷
の
鑑
遠
か
ら
ず
」（
第
九
号
、
一
八
八
九
年
七
月
一
六
日
）
の
よ

う
に
他
山
の
石
と
し
て
学
ぶ
こ
と
を
主
張
し
た
り
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教

徒
の
考
え
が
仏
教
思
想
に
似
て
い
る
と
し
て
期
待
す
る
文
章
な
ど
に
特

色
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
批
評
が
単
な
る
批
判
で

は
な
く
、
同
時
に
仏
教
界
の
動
向
を
前
提
に
そ
の
反
省
・
革
新
を
促
す

も
の
、
東
西
両
文
明
理
解
の
深
化
へ
と
つ
な
が
る
べ
き
も
の
と
想
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
湖
南
は
、
の
ち
の
中
西
牛う
し

郎お

の
『
新
仏
教
論
』
を
と
り
あ

げ
た
文
章
（
第
Ⅱ
部
、『
亜
細
亜
』
第
一
巻
第
三
一
号
、
一
八
九
二
年
一
月

二
五
日
）
で
、
彼
を
「
新
仏
教
軍
の
勇
将
」
と
絶
賛
し
て
い
る
が
、
湖

南
は
自
身
の
「
仏
敎
の
前
途
」（
第
二
七
号
、
一
八
九
〇
年
五
月
一
〇
日
）

や
「
靑
年
の
仏
敎
徒
」（『
全
集
』
第
一
巻
所
収
）
は
こ
の
書
と
同
一
の

議
を
論
じ
た
と
し
て
い
る
。「
靑
年
の
學
佛
者
に
物
申
す
」（
第
八
号
、

一
八
八
九
年
七
月
一
日
）
も
含
め
、
今
後
の
研
究
に
参
考
に
さ
れ
る
べ
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き
で
あ
ろ
う
。

　

仏
教
理
解
に
関
連
し
て
湖
南
の
文
芸
批
評
に
つ
い
て
も
興
味
ぶ
か
い

点
が
う
か
が
え
る
。
今
回
採
録
し
た
「
文
學
上
佛
敎
の
功
績
」（
第
一

八
・
一
九
号
、
一
八
八
九
年
一
二
月
一
〇
・
二
五
日
）
や
「
日
本
文
學
と

宗
敎
と
」（
第
二
四
・
二
六
号
、
一
八
九
〇
年
三
月
一
〇
日
・
四
月
二
五

日
）
な
ど
は
、
日
本
文
学
へ
の
仏
教
の
影
響
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る

が
、
単
な
る
文
芸
評
と
い
う
よ
り
、
の
ち
の
『
近
世
文
学
史
論
』
に
つ

な
が
る
視
点
が
準
備
さ
れ
て
い
る
文
章
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

最
後
に
次
の
二
点
に
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
た
だ
一

篇
で
は
あ
る
が
、
西
村
茂
樹
の
「
日
本
弘
道
会
」
と
の
関
係
を
示
す

「
弘
道
の
一
手
段
」（『
日
本
弘
道
会
叢
記
』
一
八
九
〇
年
三
月
）
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
湖
南
の
人
的
交
流
を
示
す
だ

け
で
な
く
、「
宗
敎
家
と
敎
育
學
」（『
明
教
新
誌
』
第
二
三
〇
一
・
二
三

〇
九
号
）
や
、「
人
物
」（『
三
河
新
聞
』
第
二
五
〜
三
〇
号
、
一
八
九
〇
年

一
一
月
一
六
〜
二
二
日
）
な
ど
に
つ
な
が
る
文
章
と
も
い
え
、
当
該
期

の
彼
の
関
心
の
一
端
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

第
二
は
「
文
明
」
や
「
文
化
」
の
用
語
が
『
萬
報
一
覧
』
や
『
大
同

新
報
』
に
す
で
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
採
録
し
た
文

章
で
い
え
ば
、「
文
明
」
は
、
一
八
八
八
年
一
月
の
「
府
県
会
の
紛

紜
」（『
萬
報
一
覧
』
第
一
六
五
号
）
に
、「
未
開
時
代
」
に
対
す
る
「
今

日
文
明
の
世
界
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
「
文
化
」
は
、
一
八

八
九
年
五
月
の
「
國
家
の
將
さ
に
興
ら
ん
と
す
る
必
ず
禎
祥
あ
り
」

（『
大
同
新
報
』
第
五
号
）
に
「
一
千
数
百
年
来
、
己
が
祖
先
の
文
化
を

資
け
」
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
湖
南
の
「
文
明
」・「
文
化
」
理
解
が

彼
と
『
日
本
人
』
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
や
壮
大
な
東
洋
史
像
の
展
開
と

密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
早
期
の

文
章
に
そ
れ
ら
が
登
場
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
早
く
か
ら
自
身
の
思

想
関
心
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

四　

第
Ⅱ
部
採
録
文
章
の
概
要
及
び
採
否
の
経
緯

　

こ
こ
で
は
一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年
一
二
月
か
ら
一
九
〇
六
年
末
ま

で
の
文
章
一
二
一
篇
を
採
録
し
た
。
翌
年
一
〇
月
に
京
都
帝
国
大
学
の

東
洋
史
講
座
講
師
と
な
る
の
で
、
一
九
〇
七
年
一
月
以
降
の
文
章
は
第

Ⅲ
部
と
し
た
。
関
連
す
る
紙
誌
は
、『
台
湾
日
報
』『
萬
朝
報
』『
大
阪

朝
日
新
聞
』『
日
本
』『
秋
田
魁
新
報
』、『
日
本
人
』（
第
一
次
〜
三
次
）

『
亜
細
亜
』『
二
十
六
世
紀
』『
太
陽
』『
東
洋
戦
争
実
記 

３
』『
改
正
条

約
実
施
内
地
雑
居
準
備
会
雑
誌
』『
日
本
之
文
華
』
に
及
ぶ
。
な
お
、

書
論
研
究
会
の
『
書
論
』
第
一
三
号
（
一
九
七
八
年
一
一
月
）
以
下
に

は
、『
全
集
』
未
収
録
文
章
・
書
簡
等
が
か
な
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
『
日
本
人
』（
第
一
次
）『
亜
細
亜
』　　

一
八
九
〇
年
一
一
月
、
湖
南

は
東
京
に
呼
び
戻
さ
れ
、
一
二
月
か
ら
政
教
社
記
者
と
な
る
。『
三
河

新
聞
』
主
筆
を
わ
ず
か
二
ヶ
月
で
卒
業
し
た
こ
と
に
な
る
。
解
題
に
も
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示
し
た
よ
う
に
、
湖
南
は
半
月
刊
か
ら
週
刊
と
な
っ
た
雑
誌
『
日
本

人
』
の
誌
面
改
革
の
一
環
と
し
て
起
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
度
重
な
る

政
府
の
弾
圧
で
、『
日
本
人
』（
第
一
次
）
は
一
八
九
一
年
六
月
に
廃
刊

と
な
る
が
、
湖
南
は
後
継
誌
『
亜
細
亜
』
の
編
集
を
担
い
つ
つ
一
八
九

三
年
三
月
の
退
社
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る※

。

※
湖
南
の
政
教
社
退
職
と
大
阪
朝
日
新
聞
社
入
社
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』

第
一
四
巻
の
「
年
譜
」
等
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
九
三
年
一
月
、
一
八
九
四

年
七
月
と
し
て
い
る
が
、
千
葉
三
郎
『
内
藤
湖
南
と
そ
の
時
代
』（
一

九
八
六
年
一
二
月
）
は
、
三
宅
雪
嶺
宛
て
書
簡
を
根
拠
に
、
退
社
は
一

八
九
三
年
三
月
と
し
、
大
朝
入
社
を
九
四
年
九
月
と
し
て
い
る
。
朱
琳

「
中
国
史
像
と
政
治
構
想
│
│
内
藤
湖
南
の
場
合
（
一
）」（『
国
家
学
会

雑
誌
』
一
二
三
巻
第
九
・
一
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
も
、
退
社

に
つ
い
て
は
三
月
と
し
、
入
社
に
つ
い
て
も
、『
村
山
龍
平
伝
』『
上
野

理
一
伝
』
な
ど
を
根
拠
に
九
月
説
を
支
持
し
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
ら

に
従
う
。

　

こ
の
間
、
湖
南
が
執
筆
し
た
文
章
は
主
に
論
説
と
学
芸
記
事
で
、

『
全
集
』
掲
載
分
を
含
め
て
、『
日
本
人
』
か
ら
は
七
篇
、『
亜
細
亜
』

か
ら
は
九
〇
篇
を
超
え
る
文
章
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら

の
収
集
文
章
か
ら
『
全
集
』
収
録
文
章
の
特
色
を
み
る
と
、
論
説
に
つ

い
て
は
『
亜
細
亜
』
掲
載
の
論
説
は
ほ
と
ん
ど
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
史
料
論
的
問
題
が
あ
っ
た
た
め
か
、『
日
本
人
』
の

論
説
は
ほ
と
ん
ど
収
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て

今
後
の
研
究
深
化
を
待
つ
意
味
で
、『
日
本
人
』
か
ら
は
「
著
作
目

録
」
に
示
さ
れ
た
五
篇
を
含
む
七
篇
す
べ
て
の
文
章
を
採
録
し
た
。
採

録
文
章
の
内
容
は
主
に
第
一
議
会
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
人
の

天
職
論
も
登
場
し
て
い
る
。

　

学
芸
記
事
に
つ
い
て
は
、『
亜
細
亜
』「
批
評
」
欄
で
の
新
刊
書
の
書

評
が
『
全
集
』
に
ほ
と
ん
ど
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
湖
南
の
ペ
ン

ネ
ー
ム
と
確
定
で
き
る
も
の
で
、
思
想
形
成
と
も
関
連
す
る
で
あ
ろ
う

点
を
考
慮
し
て
四
八
篇
を
採
録
し
た
。
政
教
社
時
代
の
前
半
も
第
一
期

に
続
く
猛
勉
強
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
な
お
『
亜
細
亜
』

か
ら
の
採
録
文
に
つ
い
て
は
、『
全
集
』
収
録
済
み
と
さ
れ
て
い
る
も

の
の
欠
落
し
た
文
章
、「
坐
右
記
」（
三
日
分
）
が
あ
る
。「
坐
右
記
」

は
『
亜
細
亜
』
第
二
八
号
か
ら
六
〇
号
に
か
け
て
一
四
回
連
載
さ
れ
、

「
著
作
目
録
」
で
は
『
全
集
』
第
一
巻
に
全
部
収
録
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
が
、『
全
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
四
九

号
ま
で
の
一
一
回
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
に
は
一
二
〜
一
四
回

分
を
採
録
し
た
。
な
お
、
便
宜
を
考
え
て
解
題
に
収
集
文
章
と
採
録
文

章
の
目
録
を
示
し
て
い
る
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
『
日
本
人
』（
第
二
次
） 『
二
十
六
世
紀
』『
大
阪
朝
日
新
聞
』　　

湖
南

が
一
八
九
三
年
三
月
に
政
教
社
を
や
め
た
の
は
、
郷
里
へ
帰
る
こ
と
を

考
え
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（『
全
集
』
第
一
巻
「
あ
と
が

き
」）。
し
か
し
、
彼
が
そ
れ
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
の
は
、『
大
阪
朝
日

新
聞
』
の
客
員
高
橋
健
三
と
知
り
合
い
、
高
橋
の
私
設
秘
書
の
よ
う
に
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な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
高
橋
と
の
縁
で
、
湖
南
は
一
八
九
四
年
九
月

に
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
入
社
す
る
。

　

こ
の
間
「
著
作
目
録
」
に
示
さ
れ
た
湖
南
の
文
章
は
『
全
集
』
に
ほ

と
ん
ど
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、『
日
本
人
』
か
ら
一
篇
、

高
橋
健
三
の
個
人
誌
と
も
い
う
べ
き
『
二
十
六
世
紀
』
か
ら
四
篇
、

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
か
ら
二
篇
、
計
六
篇
の
文
章
を
採
録
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
八
九
四
年
八
月
の
日
清
戦
争

勃
発
を
受
け
て
、
篇
数
は
少
な
い
も
の
の
、『
二
十
六
世
紀
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
朝
鮮
の
經
營
」（
第
七
号
、
一
八
九
四
年
八
月
二
五
日
）
他
三

篇
の
よ
う
に
採
録
文
章
か
ら
湖
南
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
へ
の
関
心
が
う
か

が
え
る
点
で
あ
ろ
う
。『
台
湾
日
報
』
主
筆
へ
の
転
身
は
こ
の
点
と
密

接
に
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
『
全
集
』
未
収
録
文
章
と
し

て
、
本
書
で
は
一
八
九
四
年
一
〇
月
の
「
大
任
を
受
く
る
の
覺
悟
」
及

び
一
九
〇
二
年
の
「
銷
夏
錄
」
の
二
篇
を
採
録
し
た
が
、『
書
論
』
第
一

三
号
に
は
「
京
都
大
学
図
書
館
紀
年
展
覧
会
」（
一
九
〇
一
年
一
二
月
一

六
日
）、「
文
芸
閣
を
哭
す
」（
一
九
〇
四
年
一
〇
月
七
日
）、「
国
書
刊
行
会

に
就
て
」（
一
九
〇
六
年
三
月
一
一
日
）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
書
に

は
採
録
し
な
か
っ
た
。
た
だ
注
意
を
要
す
る
の
は
、
湖
南
の
大
阪
朝
日

新
聞
勤
務
が
足
か
け
三
年
に
及
ぶ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
著
作
目
録
」
に

示
さ
れ
た
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
掲
載
文
章
が
あ
ま
り
に
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
無
署
名
文
章
の
検
出
と
検
討
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　

な
お
、
不
採
録
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
採
否
を
め
ぐ
っ
て
研
究
会
内

で
討
議
さ
れ
た
文
章
が
他
に
も
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ

は
「
戦
局
善
後
策
」（
一
八
九
五
年
六
月
二
三
日
〜
九
月
七
日
）
と
「
関

西
文
運
論
」（
一
八
九
六
年
四
月
〜
一
一
月
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
清

戦
後
の
時
期
に
お
け
る
湖
南
の
時
代
把
握
や
思
想
動
向
を
う
か
が
う
上

で
重
要
な
文
章
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
湖
南
が
執
筆

し
た
と
し
て
も
、
自
身
の
文
章
と
言
う
よ
り
高
橋
健
三
の
主
張
を
代
筆

し
た
性
格
が
強
い
と
判
断
し
た
た
め
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
分
量

が
多
く
、
そ
れ
を
か
な
り
修
正
し
た
経
緯
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、『
近

世
文
学
史
論
』
が
『
全
集
』
第
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
採
録
し

な
か
っ
た
。

　
『
台
湾
日
報
』『
萬
朝
報
』
そ
の
他　
　

一
八
九
六
年
九
月
、
高
橋
が

松
方
正
義
内
閣
の
書
記
官
長
に
招
か
れ
て
大
阪
朝
日
新
聞
社
を
退
職
す

る
と
、
湖
南
も
一
二
月
に
同
社
を
退
職
、
一
八
九
七
年
四
月
に
『
台
湾

日
報
』
主
筆
と
な
り
、
翌
一
八
九
八
年
四
月
に
退
職
し
て
五
月
に
は

『
萬
朝
報
』
論
説
記
者
と
な
る
。

　
『
台
湾
日
報
』
記
事
に
つ
い
て
は
、
前
掲
中
川
未
来
『
明
治
日
本
の

国
粋
主
義
思
想
と
ア
ジ
ア
』（
二
〇
一
六
年
二
月
）
が
ふ
れ
て
お
り
、

『
全
集
』
未
収
録
記
事
と
し
て
一
二
篇
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
文
体

か
ら
考
え
て
湖
南
の
文
章
か
ど
う
か
に
つ
い
て
会
員
内
に
疑
問
が
残
る

も
の
や
破
損
文
章
を
除
き
、
九
篇
を
採
録
し
た
。

　

一
八
九
八
年
五
月
の
『
萬
朝
報
』
入
社
と
一
九
〇
〇
年
四
月
の
退
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社
、
七
月
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
再
入
社
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
の
京

都
帝
国
大
学
講
師
就
任
に
い
た
る
こ
の
時
期
は
、
操
觚
者
湖
南
の
全
盛

期
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し
か
も
こ
の
時
期
は
日
本
の
台
湾
領
有
を
前
提

に
、
満
洲
・
朝
鮮
半
島
へ
も
関
心
を
強
め
る
日
清
戦
後
経
営
期
、
隈
板

内
閣
成
立
（
一
八
九
八
年
六
月
）
か
ら
第
二
次
山
県
内
閣
（
一
八
九
八
年

一
一
月
〜
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
）
へ
と
続
く
時
期
に
あ
た
り
、
朝
鮮
と
は

閔
妃
殺
害
事
件
（
一
八
九
五
年
一
〇
月
）
以
降
の
一
種
断
絶
状
況
が
続

き
、
中
国
で
は
戊
戌
の
変
法
（
一
八
九
八
年
六
月
〜
）
が
始
ま
る
も
、

九
月
の
戊
戌
の
政
変
で
変
法
派
が
敗
北
す
る
と
い
う
時
期
に
あ
た
る
。

　

こ
の
時
期
の
文
章
も
ほ
と
ん
ど
『
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

『
萬
朝
報
』
の
記
事
の
多
く
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容
は
、
東
ア

ジ
ア
情
勢
に
注
目
し
つ
つ
、
政
治
外
交
、
社
会
問
題
、
文
明
論
、
歴

史
・
学
術
研
究
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
に

は
「
著
作
目
録
」
に
示
さ
れ
た
三
六
篇
に
加
え
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た

五
篇
を
採
録
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
他
に
『
日
本
人
』（
第
三
次
）
二

篇
、『
太
陽
』『
改
正
条
約
実
施
内
地
雑
居
準
備
会
雑
誌
』『
東
洋
戦
争

実
記
』『
日
本
之
文
華
』『
日
本
』
各
一
篇
、『
秋
田
魁
新
報
』
三
篇
な

ど
の
未
収
録
文
章
が
見
出
さ
れ
た
た
め
、
さ
き
に
示
し
た
『
大
阪
朝
日

新
聞
』
記
事
を
除
い
て
努
め
て
採
録
し
た
。

　

日
清
戦
争
期
以
降
の
未
収
録
文
章
で
注
意
す
べ
き
は
、
対
露
関
係
を

前
提
と
し
た
国
内
政
治
批
評
、
そ
し
て
さ
き
の
「
朝
鮮
の
經
營
」（『
二

十
六
世
紀
』
第
七
号
）
に
続
く
「
韓
國
に
對
す
る
手
段
」（『
萬
朝
報
』
一

八
九
九
年
六
月
一
六
日
）
な
ど
の
朝
鮮
問
題
や
中
国
情
勢
へ
の
関
心
が

色
濃
く
う
か
が
え
る
点
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
『
全
集
』
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
た
一
八
九
八
年
の
政
局
批

評
は
、「
憲
政
党
の
大
敵
」（
七
月
五
日
）、「
政
党
人
士
の
不
幸
」（
七
月

二
一
・
二
二
日
）、「
財
政
の
大
英
断
」（
七
月
二
六
日
）
な
ど
で
あ
る

が
、
未
収
録
文
章
と
し
て
は
、「
進
步
黨
と
提
携
す
る
は
伊
藤
内
閣
の

利
益
な
り
」（
五
月
一
二
日
）、「
憲
政
黨
に
失
望
す
」（
一
〇
月
二
一
日
）、

山
県
内
閣
を
批
判
し
た
「
政
黨
の
最
盛
期
」（
一
一
月
一
六
日
）
な
ど
が

あ
る
。
政
局
批
評
は
一
八
九
九
年
に
も
継
続
さ
れ
て
い
く
が
、
同
時
に

中
国
論
が
「
淸
國
最
近
の
形
勢
」（
一
八
九
九
年
一
月
一
四
日
）、「
支
那

の
現
勢
と
我
が
外
務
の
方
鍼
」（
一
月
二
八
日
）
と
本
格
化
す
る
。

　

一
八
九
九
年
九
月
、
湖
南
は
初
め
て
中
国
を
訪
問
し
、
一
一
月
の
帰

国
後
、
中
国
改
革
へ
の
関
心
を
一
層
本
格
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
延
長
上
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
一
九
〇
一
年
の
文
章
「
内
藤
湖
南

氏
の
支
那
談
」（『
秋
田
魁
新
報
』
八
月
一
四
〜
一
六
日
）
や
「
支
那
改
革

に
就
て
」（『
同
上
』
八
月
一
六
〜
一
八
日
、
二
〇
日
）
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
ら
に
今
回
採
録
し
た
『
萬
朝
報
』
の
「
馬
山
浦
問

題
」（
一
九
〇
〇
年
一
月
八
日
）、「
淸
國
事
變
の
眞
相
」（
同
年
二
月
四

日
）
や
『
東
洋
戦
争
実
記 

３
』
の
「
支
那
と
西
洋
諸
國
と
の
關
係
」

（
一
九
〇
〇
年
七
月
二
三
日
）
を
加
え
れ
ば
、
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
湖

南
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
理
解
や
歴
史
学
者
湖
南
へ
の
経
路
は
よ
り
明
確
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
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五　

第
Ⅲ
部
採
録
文
章
の
概
要
及
び
採
否
の
経
緯

　

一
九
〇
七（
明
治
四
〇
）年
一
〇
月
、
湖
南
は
京
都
帝
国
大
学
東
洋
史

学
講
師
と
な
っ
た
。
学
問
世
界
に
身
を
移
し
て
以
降
、
彼
の
文
章
が
以

前
に
も
ま
し
て
学
問
研
究
に
裏
付
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
「
解

題
」
で
ふ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
も
辛
亥
革
命
の
勃
発
と
い
う
事

態
に
直
面
し
、
中
国
情
勢
に
関
す
る
文
章
も
き
わ
め
て
多
い
。

　

第
Ⅲ
部
は
こ
れ
ら
を
含
め
、
一
九
〇
七
年
一
月
以
後
、
一
九
三
四
年

六
月
の
死
去
に
い
た
る
ま
で
の
文
章
計
一
二
七
篇
を
採
録
し
た
。
関
連

す
る
紙
誌
は
『
大
阪
朝
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
を
中
心
に
、『
大

阪
新
報
』『
大
阪
時
事
新
報
』『
大
正
日
日
新
聞
』『
関
西
日
報
』『
や
ま

と
新
聞
』『
京
都
日
出
新
聞
』『
中
外
日
報
』『
実
業
新
聞
』『
九
州
日
日

新
聞
』『
満
洲
日
日
新
聞
』
な
ど
の
各
紙
、『
日
本
及
日
本
人
』『
外
交

時
報
』『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』『
太
陽
』『
表
現
』『
貨
幣
』
な
ど
の
諸
雑
誌

及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
の
探
索
に
つ
い
て
は

大
学
・
図
書
館
で
の
探
索
に
加
え
、「
内
藤
文
庫
」、
及
び
神
戸
大
学
電

子
図
書
館
の
情
報
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
が
『
全

集
』
に
不
採
用
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
調
査

漏
れ
に
加
え
、『
支
那
論
』『
新
支
那
論
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
等

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
明
確
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
第
Ⅲ
部
の
構
成
上
の
特
徴
は
解
題
を
二
分
し
て
充
実
さ
せ
た
点

で
あ
る
。
当
該
期
の
重
要
性
に
加
え
、
掲
載
紙
誌
が
四
〇
を
超
え
採
録

文
章
も
多
い
た
め
、
そ
れ
ら
を
満
洲
・
朝
鮮
問
題
や
学
問
・
文
化
・
日

本
の
政
情
に
関
す
る
文
章
群
と
中
国
の
政
治
情
勢
に
関
す
る
文
章
群
に

大
別
し
、
解
題
も
そ
れ
ら
に
対
応
さ
せ
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
。
し
た

が
っ
て
こ
こ
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
採
録
経
緯
や
概
要
を
説
明
し
て
お

き
た
い
。

　

ま
ず
満
洲
・
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
文
章
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
は
関
連

文
章
を
可
能
な
限
り
採
録
す
る
方
針
を
貫
い
た
。
た
と
え
ば
「
内
藤
文

庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
一
九
一
八
年
一
〇
月
の
講
演
記
録
と
考
え
ら

れ
る
「
朝
鮮
の
開
國
」
は
、
活
字
化
し
た
紙
誌
等
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
同
文
庫
の
記
者
筆
記
原
稿
を
活
字
化
し
て
採
録
し

た
。
た
だ
、「
朝
鮮
の
音
楽
」（『
中
外
日
報
』
一
九
一
〇
年
六
月
二
五
〜

二
七
日
）
は
、「
余
が
観
た
る
韓
国
」（
一
九
〇
七
年
三
月
、『
全
集
』
第

六
巻
所
収
）
と
重
複
す
る
箇
所
が
多
い
た
め
、
採
録
し
な
か
っ
た
。
ま

た
、「
古
の
満
洲
と
今
の
満
洲
」（『
雄
弁
』
第
四
巻
第
八
号
、
一
九
一
三

年
八
月
）
は
、『
東
洋
文
化
史
研
究
』（
一
九
三
六
年
）
に
一
部
修
正
さ

れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
湖
南
の
校
閲
を
経
て
い
な
い
た
め
、『
全

集
』
第
八
巻
の
『
東
洋
文
化
史
研
究
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
修
正
が
施
さ
れ
て
『
全
集
』
第
六
巻
に
収
録
さ
れ
た

「
満
洲
発
達
史
序
」
な
ど
と
も
対
照
す
る
意
味
も
あ
る
と
考
え
、
今
回

採
録
し
て
い
る
。

　

次
に
学
術
・
文
化
に
関
わ
る
文
章
に
つ
い
て
。
帝
国
大
学
に
勤
務
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し
、
湖
南
の
関
心
が
学
問
研
究
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
回
採
録
し

た
、「
日
韓
古
史
硏
究
」（『
現
代
思
想
二
十
一
家
講
話
』
一
九
〇
八
年
一
〇

月
）、「
内
藤
湖
南
博
士
談
│
│
奉
天
の
古
文
書
」（『
秋
田
魁
新
報
』
一

九
一
二
年
五
月
二
九
日
）、「
古
書
畫
の
變

に
就
て
」（『
美
乃
世
界
』
一

九
一
二
年
七
月
一
日
）
な
ど
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

湖
南
の
こ
の
種
の
文
章
は
、
以
後
死
の
直
前
ま
で
継
続
さ
れ
、
し
た

が
っ
て
採
録
し
た
文
章
も
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
特
徴
と
し
て
は
、
と
り

わ
け
研
究
対
象
が
広
範
囲
に
及
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
執
筆
対
象

は
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
渉
る
考
古
史
料
や
史
書
・
古
文
書
・
人
物

論
、
絵
画
・
書
・
音
楽
論
、
さ
ら
に
は
仏
教
へ
と
及
ん
で
い
る
。
た
だ

こ
の
よ
う
な
文
章
群
の
中
に
あ
っ
て
、
絵
画
論
な
ど
に
『
全
集
』
所
収

文
章
と
同
趣
旨
の
文
章
が
か
な
り
見
ら
れ
る
た
め
、
採
録
を
見
送
っ
た

も
の
も
多
い
。
ま
た
『
貨
幣
』
掲
載
の
「
支
那
の
古
錢
及
金
石
に
就
て
」

は
、
誤
植
で
文
意
が
通
じ
に
く
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、「
内
藤
文
庫
」

に
残
る
校
閲
を
試
み
た
と
お
ぼ
し
き
原
稿
を
参
考
に
し
て
補
っ
た
。

　

最
後
に
『
全
集
』
未
収
録
文
章
と
し
て
際
立
っ
て
い
る
中
国
情
勢
に

関
わ
る
文
章
に
つ
い
て
。
辛
亥
革
命
以
降
の
中
国
情
勢
に
関
す
る
新
聞

掲
載
文
章
、
と
く
に
『
大
阪
朝
日
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
掲
載
分

に
つ
い
て
は
「
著
作
目
録
」
の
漏
れ
が
多
く
、
採
録
し
た
文
章
の
大
半

が
研
究
者
の
目
に
届
い
て
い
な
い
時
論
が
多
い
。
特
に
今
回
新
し
く
採

録
し
た
『
や
ま
と
新
聞
』『
大
阪
新
報
』『
京
都
日
出
新
聞
』『
大
阪
時

事
新
報
』『
大
正
日
日
新
聞
』『
満
洲
日
日
新
聞
』
及
び
『
外
交
時
報
』

『
太
陽
』
掲
載
文
章
も
す
べ
て
中
国
の
時
事
問
題
と
関
連
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
が
今
後
の
研
究
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑

い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
採
録
文
章
の
紹
介
を
含
め
て
三
点
を
指
摘
し
て

お
く
に
留
め
た
い
。

　

第
一
は
、
湖
南
の
中
国
情
勢
に
関
す
る
文
章
は
厳
密
に
言
え
ば
昭
和

期
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
一
九
二
四
年
の
『
新

支
那
論
』
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
当
然
、
以
後
の
文
章
は
学
術
・
文
化
に
関
す
る
も
の
が
多
く
な
る

の
で
あ
る
が
、
湖
南
に
お
け
る
こ
の
変
化
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
提
起
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
パ
リ
講
和
会
議
期
に
お
け
る
湖
南
の
東
ア
ジ
ア
情
勢
認
識

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
林
長
民
（
一
八
七
六
〜
一
九
二
五
）
へ
の

反
論
文
を
四
種
採
録
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
清
末
・
民
国
初
の
政
治
家

で
あ
る
林
長
民
は
早
稲
田
大
学
に
留
学
し
犬
養
毅
と
も
交
流
の
あ
っ
た

人
物
で
、
パ
リ
講
和
会
議
に
も
関
与
し
、
小
冊
子
『
敬
告
日
本
人
』（
一

九
一
九
年
六
月
）
を
著
し
て
日
本
の
対
中
国
政
策
を
批
判
し
た
。
湖
南

の
文
章
は
こ
の
小
冊
子
へ
の
反
論
で
あ
る
。
詳
細
は
解
題
に
譲
り
た
い
。

　

第
三
は
、
梁
啓
超
が
一
九
二
一
年
に
行
っ
た
講
演
「
中
国
の
領
土
の

再
確
定
説
と
国
際
的
共
同
管
理
説
」
に
対
す
る
湖
南
の
批
判
文
、「
梁

啓
超
氏
の
疆
域
論
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
二
二
年
一
月
四
日
）
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
「
梁
啓

超
氏
の
非
國
際
管
理
論
を
評
す
」（『
表
現
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
二
二
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年
三
月
）
は
出
版
社
側
の
校
正
ミ
ス
も
あ
っ
て
、『
全
集
』
に
は
収
録

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
研
究
会
で
整
理
し
た
文
章
が
、『
表
現
』
次

号
で
の
訂
正
と
一
致
し
た
た
め
、
こ
れ
も
採
録
し
た
。
湖
南
の
梁
啓
超

に
対
す
る
批
判
文
が
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ

る
。
湖
南
評
価
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
新
聞
等
の
談
話
記
事
に

つ
い
て
は
、
湖
南
談
話
だ
け
を
抽
出
し
た
も
の
も
多
い
。
当
時
の
時
代

状
況
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
掲
載
紙
誌
の
当
該
箇
所
に
当

た
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

＊

＊

＊

　

本
書
を
刊
行
す
る
に
際
し
て
は
、
関
西
大
学
図
書
館
、
同
「
内
藤
文

庫
」、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
、
同
志
社
大
学
附
属
図
書
館
、
同
人
文

科
学
研
究
所
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京
大
学
明
治
新
聞
雑
誌
文

庫
、
東
京
大
学
文
学
部
東
洋
史
学
研
究
室
、
米
国
議
会
図
書
館
、
国
立

国
会
図
書
館
、
国
立
台
湾
図
書
館
、
神
戸
大
学
電
子
図
書
館
、
秋
田
県

立
図
書
館
、
岩
手
県
立
図
書
館
、
大
阪
府
立
図
書
館
、
大
阪
市
立
中
央

図
書
館
、
京
都
府
立
図
書
館
、
京
都
市
中
央
図
書
館
、
京
都
市
右
京
中

央
図
書
館
、
山
口
県
立
図
書
館
の
諸
機
関
、
そ
し
て
関
西
大
学
客
員
教

授
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
Ａ
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
関
西
大
学
教
授
陶
徳
民
、
同
藤

田
高
夫
の
各
氏
に
は
史
料
収
集
の
面
で
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
鹿
角
市
先
人
顕
彰
館
の
館
長
小
田
嶋
隆
一
、
高
木
英
子
両
氏
に
は

貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

 

（
担
当　

八
箇
亮
仁
）
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